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號四第卷二第誌雜究硏物植 


植物研究雜誌 第二卷第四號 大正九年一月十五日 


〇日本植物學界/世界二於ケル地位(承前) 

牧野富太郞 

第七 一一/今我日本ノ植物界ニハ中心トナグべキ資格ヲ具へ夕人物ガナイ即チ統率/才能ア〆將帥ガナイ其レ故 
今日 デハ我植物界ノ人々ハ皆銘々別々一ーナツテカガ分 V- テ居〆所謂群雄割據ノ姿デアグヵラ S. 二相協カシク大 
キナ仕事ヲス〆 — 誠-一都合ガ惡グイ中-ーハ成べク世ノ中卜交涉ア，ヲ避ケテ餘リ植物學ノ事ヲ憂へヌ者モ T/- 
コンナ有樣デ B ヲ送ツテ居〆ヵラ書籍モ標品モ餘リ集マラナイノハ決シテ無理ハナイ又植物園ナドモ熱心.-一金 
テヵケヌヵラ餘リ發達ヲシナイ然ラバ何モヵモ不足デ何事モシテ居ナイヵト云フト決シテサウデハナイ矢張リ 
其レ相當ナ事ハシ又其レ相當一 j 進歩モシテ居〆然シ我ガ植物學社會ノ狀態ガ前述ノ次第デアグヵラ萬事ガ甘ク 
行ヵナイ我等ハドウ1/テモ我日本ノ植物學ヲ世界的--セネパナラヌガソレーーハ今六分通リノ處ヲ此上四分通リ 
モ進メネパナラナイソシテ早ク世界卜同等一ーナランコトヲ庶幾セネパナラヌケンドモ今日デ、ノ前述ノ通リマダ 
マダ不備ナ點ガ多イヵラ何トモ致シ方ガナイ然シソンデ、ノナラヌヵラ吾人、ノ今一層ノ奮發卜努カトヲセネバナ 
ラヌ 次第デアグ此ノ樣一一一致協カシテヤラネバナラスコトガ多イヵラ同學者同士ハ皆.仲ヨクシテ硏究セネバナ 
ラ ヌ決シテ互 >1排斥ス〆コトガアツテハナラヌ自己ノ利害ヲ土臺トシ r. 他ノ熱心-一硏究シテ居〆モノヲ惡〆ク 
言ツテ排シヲ、ノナラヌ又徒一一自分ノ愛僧或ハ嫉妬-ーヨ1テ誠實ナグ研究者ヲ窮地-一陷イレテハナラヌ今日我邦 
デハ總體-1植物學者ノ數ガ少ナイヵラー人デモ之レヲ排斥シ去レバソン、ノ取リモ直サズ我邦學問ノ能率ヲ殺グ 

日本植物學界ノ世界一|於ケル地位(承前) 
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如キ有樣故東京ヨリ極手近カナ伊豆七島ノ樣ナ處デサ.へモ今 -1 手ガ屆カナイデ其植物ハ全ク暗黑ノ裏 >1葬リ去 
ラレテ居 〆 樣ナ有樣デアル 

先般我農商務省ノ役人ガ獨逸デ食用-!シテ居 〆 野草ノコトヲ書イター枚摺ノ表ヲ瑞西トカデヤツト求メテ來テ 
ソレヲ 飜譯シテ版一ーシ世二出シタ乇ノガア 〆 ガ我日本一ーハ其 V 一一比スレパ幸ニモ疾ク ヨリモ ー少シ良イ乇ノガ 
幾 ラ モアグ 我日本/草木デ或ハヒタシモノニシ或ハ汁/ミナド11スル モ v ナド頗，多イ然シ現代ノ進步シク智 
識デ考究セラレタモノハーツモナイカラ新夕-1我邦ノ然，ベキ學者一一賴ンデ萬一/用意ノ爲メ我日本產ノ草木 
ノ食へ，モノ、良圖ヲ掉へ解9易イ解說ヲ加へ素人目>1モ判，樣ニシース置ケバドレ程我邦人二利益ガア，力知 
ンナイ他日若シ食物ノ缺乏シタ場合一ーハ此等ノモノガ早速-1役二立ツ/デア，然シ日本/有用植物デサへモ今 
日其調査ハ尙不完全デアグカラ食物ニナ 〆 野外ノ草木ナド/調査ハ固ヨ y 充分ナダ調べハツイテ居ナイ農園-1 
栽培シ テ 居ル植物ノ調査サへモマダ固 ヨリ 充分デナク例へバ菜/種類/如キモ其ーデ アグ ガ假令書イタモノ、ガ 
アツタトシテモ其レ《固ヨリ粗雜ナモノデ外國,一對シマダマダ遜色ガア，又學校用ノ掛圖ナドデ乇歐洲ナドデ 
、ノ旣 二 五六十年前-一出版シクモノデ立派ナモノガアルガ然シ日本デハ現時デサへモソノ半分ノモノモ出來テ居 
ナイ 

要スルニ我邦人ノナシタ植物學上ノ硏究デ或ル特別ナモノ：；西洋人ヲ驚カシクモノモア，ガ然シ其レガ爲メーー 
我日本ノ植物學ノ全體ガ歐米ノソレ -1 比べテ優ツテ居，卜云フノデハ決シーブナイ{:未完) 

〇植物家佛醫サヴァチェ—氏/事蹟補遺 (本誌第一卷第九號參照〕 

在神 奈川縣 橫須賀千葉锷學專31學校醫學士 今 井忠 i 示+ 

【一】 サヴアチェ—氏卜 日本植物學 f < 

植物家佛醫サヴァチ K I 氏ノ事蹟補遺 













